





























治 44）年 12 月以降に「改正読本の仮名遣・材料・文体・分量等の調査に着手し」、次いで 1912（明
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本」のそれぞれ計 12 冊（第一学年から第六学年用）、「国一読本」計 8冊（第一学年から第四学年用）、

































巻一：18／29 巻三：12／20 巻五：10／21 巻七：8／22 巻九：11／23 巻十一：11／24
（国一：0 国二：18） （国一：3 国二：9） （国一：0 国二：10） （国一：1 国二：7） （国一：3 国二：8） （国一：0 国二：11）
巻二：3／18 巻四：7／20 巻六：8／21 巻八：6／22 巻十：11／23 巻十二：8／24




































2 ハタ B 国二 1（p1）も「ハタ」だが、挿絵は違う




5 コマ マリ B 国二 1（p2）は「タコ コマ」だが、挿絵が違った。
7 ハシ イタ ハト アリ B 国二 1（p3）に「ハト」があったが、挿絵は違った。
9 カサ カラカサ B
国二 1（p10）に「アメ カサ カラカサ」があるが、
挿絵は違う。台二読本は台湾服の男性が傘をさす。
10 サラ サカナ カマ クサ タケ B 国二 1（p10）に皿の挿絵あり。文字なし。
13 ホンガアリマス。 B 国二 1（p19）の中の一文は同じだが、挿絵は違った。
14 フデトセキバン。 B 国二 1（p19）の中の一文と同じだが、挿絵は違った。








国二 1（p20）に「クロイ ネコ シ




































































巻七：3櫻、13 菅原道真、14 電報、15 阿仁ノ
日記、
巻八：5茶、12 竹、16 四季、19 石炭ト石油、
20 問い合せの手紙
巻九：3新聞紙、12 温泉、19 富士山、22 生蕃






















































に 6教材）。巻七（8教材に 5教材）・巻八（6教材に 6教材）の場合はほぼ実学関連教材に集中して
いる。また、高学年読本（巻九～巻十二）について、巻九（11 教材に 9教材）、巻十（11 教材に 8教
材）、巻十一（11 教材に 9教材）には実学関連の教材が中心だが、巻十二（8教材に 6教材）は「徳









教材数 各種教材割合 順位 教材数 各種教材割合 順位
児童生活・遊戯と童話教材 15 16.30% 2 13 10.16% 4
日本文化・国体・皇室関連教材 4 4.35% 5 19 14.84% 3
徳性と公民常識教材 15 16.30% 2 29 22.66% 2
軍事・戦争教材 2 2.17% 6 0 0.00% 6
生活知識と実学教材 51 55.43% 1 58 45.31% 1




































研究（その 1）－－第一期読本を中心に－－」（平安女学院大学研究年報第 12 号（2012.6）、pp.15－23）を参照。
2）「公学校用国民読本」に関する概説の一部内容は筆者の「日本統治下台湾における国語科の成立と国語教科



























読本を中心に－－」（平安女学院大学研究年報第 12 号（2012.6）、pp.15－23）は JSPS 科研費 23730775
の助成を受けたものである。
A Comparative Study
of the Second Series of Japanese Language Textbooks Used
in Taiwan and National Textbooks Used
in Japan during the Colonial Period
CHEN, Hung Wen
This paper attempts to explore how many of the Japanese teaching materials used in colonial
Taiwan were taken from the national Japanese language textbooks adopted in Japan during the
Taisho period. Through a variety of analyses, I intend to show that even if 40% of teaching materials
in Taiwan were copied from the national textbooks, almost all of them were rewritten to a lower level,
and that the contents were also changed to match the needs of the colonial government. In terms of
the content of the materials, they were mostly related to the teaching of science and practical skills.
The second most selected materials were the ones for moral education and rudimentary teaching
materials. By examining the nature of the textbooks, we can also learn how the colonial government
controlled the teaching materials to educate Taiwanese to become good citizens under the Japanese rule.
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